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動物が好きだから!!
（中学生職場体験/九戸村営戸田牧野）
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正
副
議
長
の
選
挙
は
７

月
３
日
、
議
員
12
人
に
よ

る
単
記
無
記
名
投
票
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
開
票
作
業

は
３
人
の
議
員
の
立
ち
会

い
の
下
で
行
わ
れ
、
議
長

に
は
桂
川
俊
明
議
員
が
、

副
議
長
に
は
髙
﨑
覺
志
議

員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、議
席
の
指
定
、各

常
任
委
員
会
や
議
会
運
営

委
員
会
の
委
員
な
ど
、
村
議

会
の
新
し
い
体
制
を
決
め

て
議
案
の
審
議
を
行
い
、

村
の
発
展
に
向
け
た
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
り
執
行
さ
れ
た
九
戸
村
議
会

議
員
選
挙
後
の
初
議
会
と
な
る
令
和
５
年
第
２

回
定
例
会
は
、７
月
３
日
か
ら
７
月
14
日
ま
で
の

12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の
議
会

で
は
、議
長
を
は
じ
め
副
議
長
の
選
挙
、各
常
任

委
員
会
の
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、新
体

制
で
の
議
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま

た
、一
般
質
問
に
は
３
人
が
登
壇
し
て
村
政
を
た

だ
し
、村
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
17
件
の
議
案
を

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決・同
意
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。

新体制スタート
写真左から（年齢は７月１日現在の満年齢）

• 大﨑　優一 議員 （村議５期・70 歳）

• 久保えみ子 議員 （村議６期・65 歳）

• 渡　　保男 議員 （村議５期・74 歳）

• 川戸　茂男 議員 （村議３期・72 歳）

• 中村　國夫 議員 （村議６期・75 歳）

• 桂川　俊明 議長 （村議５期・66 歳）

• 髙﨑　覺志 副議長 （村議５期・78 歳）

• 坂本　豊彦 議員 （村議５期・69 歳）

• 櫻庭豊太郎 議員 （村議５期・81 歳）

• 岩渕　智幸 議員 （村議２期・65 歳）

• 保大木信子 議員 （村議３期・63 歳）

• 古舘　　巖 議員 （村議15期・93 歳）

村民の声を届け村民の声を届け

村の発展に努めます村の発展に努めます

●議長選挙の結果
 • 桂川　俊明 議員　７票
 • 川戸　茂男 議員　４票
 • 久保えみ子 議員　１票

●副議長選挙の結果
 • 髙﨑　覺志 議員　７票
 • 坂本　豊彦 議員　４票
 • 久保えみ子 議員　１票

総務教育常任委員会

・委 員 長 中　村　國　夫
・副委員長 岩　渕　智　幸
・委　　員 大　﨑　優　一
 久　保　えみ子
 保大木　信　子
 桂　川　俊　明

産業民生常任委員会

・委 員 長 川　戸　茂　男
・副委員長 坂　本　豊　彦
・委　　員 渡　　　保　男
 古　舘　　　巖
 櫻　庭　豊太郎
 髙　﨑　覺　志

議会広報常任委員会

・委 員 長 坂　本　豊　彦
・副委員長 保大木　信　子
・委　　員 渡　　　保　男
 岩　渕　智　幸
 髙　﨑　覺　志

議会運営委員会

・委 員 長 坂　本　豊　彦
・副委員長 岩　渕　智　幸
・委　　員 渡　　　保　男
 川　戸　茂　男
 中　村　國　夫

九戸村村政調査会

・会　長 渡　　　保　男
・副会長 保大木　信　子

二戸地区広域行政事務組合議会

・議　員 桂　川　俊　明
・議　員 櫻　庭　豊太郎

岩手県後期高齢者医療広域連合議会

・議　員 久　保　えみ子

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
推
進

　

議
員
改
選
後
の
初
議
会

と
な
る
第
２
回
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
、
そ
の
職
責
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
経

験
を
生
か
し
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
な
ど
山
積

す
る
村
政
課
題
に
向
き
合

い
、
公
平
で
公
正
な
議
会

運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰

な
ど
、
厳
し
い
地
域
経
済

の
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

村
民
の
声
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
本
村
の
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
の
実
現

に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就任のごあいさつ

議長

桂 川  俊 明

第2回

令和5年

定例会

新体制を紹介

議
長
に
は
桂
川
氏

副
議
長
は
髙
﨑
氏
が
当
選

議長選挙の開票
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こんなことが
決まりました
───────
第2回定例会

　

伊
保
内
川
向
地
区
に
整

備
す
る
九
戸
村
共
同
住
宅

に
つ
い
て
、設
置
や
管
理
な

ど
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る「
九
戸
村
共
同
住
宅
条

例
」を
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
共
同
住
宅
は
、本
村

に
居
住
し
、ま
た
は
居
住

し
よ
う
と
す
る
単
身
者
で

住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る

人
の
定
住
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
整

備
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

入
居
者
は
公
募
に
よ
り

行
わ
れ
ま
す
が
、例
外
規

定
が
設
け
ら
れ
、伊
保
内

高
校
の
生
徒
で
遠
距
離
等

の
理
由
で
自
宅
か
ら
の
通

学
が
困
難
な
人
の
入
居
が

優
先
さ
れ
ま
す
。ま
た
、高

校
生
に
は
、朝
夕
の
食
事
が

提
供
さ
れ
ま
す（
家
賃
と

は
別
に
、食
事
代
の
納
付

が
必
要
）。

※
共
同
住
宅
の
管
理
運
営

に
関
し
、一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。11
㌻
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く

だ
さ
い
。

共同住宅条例

職員の新型コロナ
特殊勤務手当を廃止

　
「
一
般
職
の
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」を
可
決
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、村
職

員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
業
務
に
係
る

特
殊
勤
務
手
当
を
国
家
公

務
員
の
例
に
準
じ
て
、廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　
◎
農
林
水
産
業
費

Ｑ　
川
向
地
区
集
落
セ
ン

タ
ー
整
備
の
概
要
は
。

Ａ　

平
屋
建
て
、約
80
坪

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

　
◎
商
工
費

Ｑ　
ま
ち
の
駅
管
理
委
託

料
増
額
の
内
容
は
。

Ａ　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

対
応
す
る
レ
ジ
ス
タ
ー
の
更

新
費
用
で
あ
る
。

　
◎
教
育
費

Ｑ　
部
活
動
の
地
域
移
行

で
は
、関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
ど
う
進
め
る
。

Ａ　
導
入
す
る
国
の
事
業

と
並
行
し
、ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
と
将
来
の
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
す
る
組
織
を
立

ち
上
げ
る
。

こんな質問
　ありました

追加された主な予算
• 川向地区集落センター整備関係委託料・

用地購入費 …………………1,372万円
• まちの駅管理委託料 …………231万円
• 地域スポーツクラブ活動体制整備事業

部活動地域移行関係謝金 ……179万円
• 物価高騰支援子育て世帯応援給付金 

 …………………………………900万円
• 物価高騰支援プレミアム商品券販売事

業補助金 ………………………100万円
• 物価高騰支援クーポン発行事業補助金  

 ………………………………2,782万円
• 共同住宅光熱水費・賄材料費……78万円
• 五枚橋採草地更新経費 ………126万円
• ふるさとの館・湯っこ修繕料・工事請負費  

 …………………………………905万円
• 各小学校修繕工事請負費 ……981万円

令和５年度一般会計補正予算（第３号）
　予算総額に１億307万2,000円を追加し、51億8,288万8,000円
としました。 併せて、地方債の補正が行われました。

◆第2回定例会/こんなことが決まりました

人 事 案 件

８月から現物給付へ
―高校生の医療費助成―

　医療機関の窓口で、医療費助成分を支払
う必要のない現物給付対象を現行の「中学
生」から「高校生」まで拡大することを目的と
した「九戸村子ども、妊産婦、重度心身障が
い者及びひとり親家庭医療費給付条例の
一部を改正する条例」を可決しました。
　高校生の現物給付の開始は、８月１日から
となります。

●髙橋教育長を紹介●
東北大卒。平成30年４月から３年間伊保内高校校
長。同校で定年退職。趣味は薪活（まきかつ）。62歳。

前列左から城
き ど

戸あき子
こ

さん（川向）、南
みなみ

信
の ぶ お

男さん（山屋）、千
ち ば

葉一
か ず の り

孝さん
（長興寺下）、関

せ き ぐ ち

口富
ふ き こ

貴子さん（戸田上）、七
し ち の へ

戸はるみさん（細屋）。後列
左から向

む か い

井春
は る お

夫さん（荒谷）、向
むかいひら

平敏
と し み つ

光さん（戸田下）、田
た ざ わ

澤太
た い ほ う

朋さん（山
根）、桂

かつらかわ

川美
み ち お

智雄さん（瀬月内）、上
う え が き

柿克
か つ ゆ き

行さん（柿の木） 〔10人〕

　

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。任
期
は
、令
和
５

年
７
月
20
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、

大
﨑
優
一
議
員（
雪
屋
）を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。議

会
選
出
の
監
査
委
員
の
任
期
は
、

議
員
の
任
期
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
委
員
に
、田
村

隆
子
さ
ん（
宇
堂
口
）を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。任
期

は
、令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

田
た む ら

村 隆
り ゅ う こ

子さん

　

教
育
長
に
、髙
橋
良
一
さ
ん（
盛

岡
市
）を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。任
期
は
、令
和
３
年

７
月
24
日
か
ら
３
年
間
で
す
。髙

た か は し

橋 良
よ し か ず

一さん大
お お さ き

﨑 優
ゆ う い ち

一議員

九戸村共同住宅の概要
・位置　九戸村大字伊保内第23地割15番地２
・構造　鉄骨造２階建て
・戸数　７戸（１戸18.13㎡）、 共用部分１（食堂）
・家賃　月額30,000円（高校生は、減免とし無料）

単身者用の共同住宅を整備
入居は伊保内高校生優先に

●共同住宅を見学●
伊保内高校地域みらい
留学生の（左から）
　湯田坂歩紀 さん
　平野　來将 さん
　弓岡　愛翔 さん

教 育 長教 育 委 員監 査 委 員

農 業 委 員

共同住宅です！

令和５年第２回定例会  議員ごとの賛否の状況

議案番号 議　　　　案　　　　名

大
﨑　
優
一

久
保
え
み
子

渡　
　
保
男

川
戸　
茂
男

中
村　
國
夫

坂
本　
豊
彦

櫻
庭
豊
太
郎

岩
渕　
智
幸

保
大
木
信
子

古
舘　
　
巖

髙
﨑　
覺
志

桂
川　
俊
明

採
決
の
結
果

議　
　
　
案

第１号～
第10号

人　
事

農業委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
※第１号から第10号まで、１人ずつ採決を行いました。

その結果、5ページ掲載の10人について、それぞれの選
任を全員賛成で同意しました。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同 

意

第11号

条　
例

九戸村共同住宅条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

可　
決

第12号 一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正
する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第13号 九戸村子ども、妊産婦、重度心身障がい者及びひとり親
家庭医療費給付条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第14号 補
正

予
算 令和５年度九戸村一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第15号
人　
事

監査委員の選任に関し同意を求めることについて 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
同　
意

第16号 教育委員会教育長の任命に関し同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第17号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

※表の見方：「○」は賛成、「×」は反対、「退」は退場、「 - 」は採決に加わらなかった。 
※大﨑優一議員は、「議案第15号  監査委員の選任に関し同意を求めることについて」の審議が本人の一身上に関する事件であることから、除斥対

象(地方自治法第117条)となり退場したものです。また、桂川俊明議長は、賛否が同数などの場合にのみ採決に加わります。



議員は何をしているの？
議員や議会は何をしているの？という声を聞きます。

ここでは、議会や議員の主な活動状況をお知らせします。
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過
程
に
お
い
て
状
況
等
の

変
化
が
あ
り
、令
和
４
年

度
は
、こ
の
よ
う
な
結
果

と
な
っ
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
九
戸
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
２
４
３

０
万
９
０
０
０
円
を
減
額

し
、６
億
４
８
５
３
万
１
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
九
戸
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
63
万
９

０
０
０
円
を
減
額
し
、７
２

２
４
万
６
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
九
戸
村
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
10
万
円

を
減
額
し
、
１
億
５
９
８

５
万
９
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

　
▼▼
令
和
４
年
度
九
戸
村
索

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
１
０
６

５
万
２
０
０
０
円
を
減
額

し
、３
０
７
９
万
５
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
江
刺
家
財

産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
予
算
総
額
か
ら
56
万
９

０
０
０
円
を
減
額
し
、５
２

３
万
１
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

▼▼
九
戸
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
い
、森
林
環
境
税
や
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
関
す

る
事
項
な
ど
、所
要
の
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

▼▼
九
戸
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
い
、後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
限
度
額
の
引

き
上
げ
な
ど
、所
要
の
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

▼▼
令
和
５
年
度
九
戸
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
に
３
０
９
１

万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、

50
億
７
８
１
１
万
７
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、住
民
税
非
課

税
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

２
５
５
０
万
円
、子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

４
０
０
万
円
な
ど
の
増
額

で
す
。

▼▼
令
和
５
年
度
九
戸
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

予
算
総
額
に
１
６
９
万

９
０
０
０
円
を
追
加
し
、50

億
７
９
８
１
万
６
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、人
事
異
動
に

よ
る
人
件
費
の
減
額
と

そ
れ
に
伴
う
下
水
道
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

６
８
５
万
３
０
０
０
円
、社

会
福
祉
施
設
等
の
修
繕
料

１
２
８
万
７
０
０
０
円
な

ど
の
増
額
で
す
。

▼▼
令
和
５
年
度
九
戸
村
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
に
６
８
５
万

３
０
０
０
円
を
追
加
し
、

１
億
６
０
２
２
万
４
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

４月	
 ６日 北部地区町村議会議長会通常総会
　　　～７日
 25日 村政調査会、議員全員協議会、議会
  広報常任委員会

５月	
 ８日 議員全員協議会
 17日 令和５年第２回臨時会（議案審議）
  平庭地域市町村議会議員連絡協議会
  役員会
 23日 町村議会議長会全国研修会
 　　～24日
 25日 令和５年第２回二戸地区広域行政事務
  組合議会臨時会
 29日 カシオペア連邦議会議員協議会役員会
 30日 九戸村村政調査会

６月	
 12日 議会広報常任委員会

第2回臨時会
─
　令和５年第２回臨時会が５月17
日に開かれ、村長から提出された
議案を慎重に審議しました。その
結果、専決処分の承認９件と補正
予算３件、議決事件１件を、すべて
全員賛成で原案のとおり承認・可
決しました。

●
令
和
4
年
度
予
算
の
専
決

　

次
の
令
和
4
年
度
会
計
補

正
予
算
６
件
に
関
す
る
専
決

処
分
の
内
容
は
、い
ず
れ
も
事

業
費
確
定
な
ど
に
よ
り
予
算

額
の
精
査
を
行
う
も
の
で
す
。

▼▼
令
和
４
年
度
九
戸
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
12
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
２
億
４
５

５
７
万
１
０
０
０
円
を
減
額

し
、57
億
５
９
３
８
万
７
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

◆　
質　
疑　
◆

問　
専
決
処
分
で
２
億
円
を

超
え
る
大
き
な
減
額
だ
。３

月
の
定
例
議
会
の
時
点
で
、

も
う
少
し
事
業
費
を
精
査
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
事
業
を
実
施
し
て
い
く

７月	
 ３日 令和５年第２回定例会（開会、議会構成）
 ５日 岩手県に対する「市町村要望」
 ７日 議会運営委員会
 13日 令和５年第２回定例会（一般質問）
 14日 令和５年第２回定例会（議案審議、閉会）
 24日 九戸村村政調査会

市町村要望
─
知事へ９項目の
要望書を
提出

　

本
村
で
は
７
月
５
日
、県

の
施
策
に
対
す
る
要
望
を

二
戸
地
区
合
同
庁
舎
で
行

い
ま
し
た
。

　

晴
山
裕
康
村
長
の
ほ
か

村
議
会
か
ら
は
桂
川
俊
明

議
長
、髙
﨑
覺
志
副
議
長
、

中
村
國
夫
総
務
教
育
常
任

委
員
長
、川
戸
茂
男
産
業

民
生
常
任
委
員
長
が
出
席

し
、要
望
書
を
達
増
拓
也

知
事
に
提
出
し
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
書
に
対
す
る
回
答

は
後
日
、文
書
で
行
わ
れ

る
予
定
と
な
って
い
ま
す
。

　

内
容
は
、職
員
増
員
に
伴

う
人
件
費
の
増
額
で
す
。

▼▼
令
和
５
年
度
九
戸
村

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出

に
26
万
円
を
追
加
し
、総

額
を
１
億
４
０
３
５
万
７

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。内

容
は
、人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
や
研
修
旅
費
な
ど

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、流
量
計
等
の
更

新
を
行
う
た
め
に
、資
本

的
支
出
を
６
６
４
万
４
０

０
０
円
増
額
し
ま
し
た
。

▼▼
財
産
の
取
得

・
品
名 

除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー

・
数
量 

１
台

・
価
格 

２
９
９
２
万
円

・
取
得
方
法　

買
入
れ

・
取
得
先　

コ
マ
ツ
岩
手

株
式
会
社
二
戸
営
業
所

（
二
戸
郡一戸
町
）

◆議会広報常任委員会◆
新しいメンバーとなりました

　今回の「議会だより」は、改選により新しい委員
となって初めての発行となりました。村民の皆さま
と議会をつなぐ役割を一生懸命努めてまいります。
よろしくお願いします。

専
決
処
分

補
正
予
算

議決事件 議長交際費を公表

月 お祝い・会費
件　数 金　額

４月 1件 5,000円
５月 ３件 15,000円
６月 ２件 10,000円
７月 ２件 10,000円
※議長交際費とは、議長が議会の対
外的活動を行うための経費です。各
種団体の総会や式典の会費などが
主なものです。

●岩手県への要望事項（９項目）
・出産・子育て支援の強化
・県立伊保内高校の存続
・県立二戸病院九戸地域診療センターの充実強化
・安全安心な地域づくり
・国道及び主要地方道の交通安全対策
・若者の定住につながる魅力ある農業や雇用機会充実
・持続可能な森林資源保全と活用
・老朽化する公共施設・生活インフラ再整備の財源支援
・小規模自治体への総合的な支援

中村常任委員長

川戸常任委員長

桂川議長
髙﨑副議長

意見交換

農作業受託者の
高齢化が進む。
受託者の育成・確保、
支援体制の整備を

伊保内高校の存続、
小規模校の
教職員配置に
配慮を

農業が基幹産業！
中山間地域の水田を
活用した振興策を

長興寺上地区の
歩道整備と
一戸口交差点の
改良を

「九戸村の様子がよく分かった。予算や事業
に生かしたい」と意見交換で話す達増知事 達増知事（右）に要望書を手渡す

晴山村長（中）と桂川議長



一
般
質
問

くのへ議会だより　第230号・令和5年8月8日発行 〈8〉くのへ議会だより　第230号・令和5年8月8日発行〈9〉

問　
教
育
長
が
当
面
、空

席
と
な
る
見
通
し
で
あ
る

と
、新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。

今
後
、ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
最
優
先
事
項
と
し

て
、人
選
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
き
た
。そ
の
結
果
、本

人
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、本
定
例
会

中
に
追
加
提
案
し
た
い
。

問　
村
内
の
小
学
校
を
統

合
・
新
設
す
る
条
例
案
が

可
決
さ
れ
、今
年
４
月
か

ら
は
、学
校
名
や
運
営
な

ど
令
和
７
年
４
月
の
開
校

に
向
け
て
協
議
を
進
め
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
の

協
議
状
況
に
つ
い
て
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
含
め

て
具
体
的
に
示
せ
。

村
長　
今
後
の
進
め
方
は

総
合
教
育
会
議
で
、「
村
民

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
る
」「
詳
細
は
、教
育

委
員
会
に
ゆ
だ
ね
る
」こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

　
「
教
育
委
員
会
に
ゆ
だ

ね
る
」こ
と
に
関
し
て
は
、

「
教
育
委
員
会
が
所
管
す

る
教
育
事
務
に
つ
い
て
は
、

首
長
の
指
揮
命
令
は
及
ば

ず
、首
長
は
教
育
委
員
の

任
命
や
予
算
編
成
な
ど
を

通
じ
て
間
接
的
に
責
任
を

負
っ
て
い
る
。（
文
部
科
学

省
の
見
解
）」と
い
う
、首

長
と
教
育
委
員
会
の
関
係

性
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、実

務
的
で
細
か
な
部
分
は
、

教
育
委
員
会
か
ら
の
答
弁

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

教
育
次
長　
協
議
状
況
と

し
て
は
、６
月
に「
小
学
校

統
合
準
備
委
員
会
設
置
要

綱
」を
定
め
、各
校
に
委
員

の
人
選
等
を
依
頼
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。こ
の
準
備
委

員
会
に
六
つ
の
専
門
部
会

を
設
け
、実
務
的
な
協
議

を
行
う
場
と
し
た
い
。

　

第
１
回
目
の
準
備
委
員

会
を
８
月
の
早
い
時
期
ま

で
に
開
き
、方
針
な
ど
を

確
認
し
て
各
部
会
の
協
議

に
入
り
た
い
。準
備
委
員

会
の
最
終
会
合
は
、令
和

６
年
の
８
月
か
ら
９
月
に

行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、閉
校
に
向
け
た

作
業
は
、基
本
的
に
各
学

校
に
お
任
せ
し
、教
育
委

員
会
で
は
全
体
的
な
調
整

や
予
算
の
確
保
等
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

小
学
校
統
合
の

具
体
的
な
日
程
は

坂本　豊彦 議員

教育長が不在となった
今後どう対応していくのか
村長▶最優先の事項であり
　　　本定例会中に追加提案したい

問　
村
重
要
品
目
に
指

定
し
て
い
る
ト
マ
ト
、ピ
ー

マ
ン
、ニ
ン
ジ
ン
、ネ
ギ
の

振
興
策
を
示
せ
。

　

生
産
費
の
高
騰
が
続

い
て
い
る
。村
野
菜
価
格

安
定
補
償
制
度
に
つ
い
て

は
、生
産
費
を
考
慮
し
た

運
用
が
で
き
な
い
か
。

村
長　
村
で
は
本
年
度
、

こ
れ
ま
で
の
２
名
に
加

え
、農
業
改
良
普
及
員
資

格
の
あ
る
県
職
員
１
名

を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り

庭
先
営
農
指
導
を
強
化

し
、農
業
者
の
技
術
と
所

得
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
村
の
価
格
安
定
補
償

制
度
は
、生
産
費
を
考
慮

し
、さ
ら
に
労
賃
を
加
え

た
も
の
を
補
償
基
準
と
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。今

後
も
生
産
者
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、農
業
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

農
業
を
ど
う
振
興
す
る
の
か

問　
農
地
の
荒
廃
が
見

ら
れ
る
。本
村
の
遊
休
農

地
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。解
消
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
本
村
の
令
和
４
年

度
に
お
け
る
遊
休
農
地

は
、１
８
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。国
の
政
策
が

進
め
ら
れ
、村
で
も
補
助

事
業
を
設
け
て
い
る
が
、

遊
休
農
地
面
積
は
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。

　

遊
休
農
地
解
消
に
関
し

て
は
、地
域
農
業
の
将
来

の
あ
り
方
を
示
し
た「
人・

農
地
プ
ラ
ン
」が
法
律
に
基

づ
く
制
度
と
な
り
、名
称

を「
地
域
計
画
」と
す
る

計
画
作
り
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
。本
村
に
は
、

意
欲
あ
る
新
規
就
農
者

や
若
手
農
業
者
が
増
え
て

お
り
、「
地
域
計
画
」に
よ

り
遊
休
農
地
を
集
約
化

し
、解
消
に
つ
な
げ
た
い
。

～村政を問う～
一般質問に3人が登壇

　令和５年第２回定例会での一般質問は７月13日に行われ、３人の議員が一般質問に登壇
し、活発な議論が展開されました。掲載している内容は、紙面の都合で要約しています。
※全文記録（議事録）は、村ホームページでご覧いただけます。

質問議員（質問順） 質　問　事　項 掲載ページ

坂本　豊彦 議員

○教育環境整備について
○厳しい農業情勢下における九戸村農業の振興策について
○経営所得安定対策における畑地化促進助成の取組について
○オドデ館における農産物直売の推進策について

９

久保えみ子 議員
○コロナ禍、物価高騰の中での村民の暮らしへの影響について
○国民健康保険税の引き下げについて
○子育て支援をさらに進めることについて

10

川戸　茂男 議員 ○持続可能で良質な教育環境の整備について
○九戸村共同住宅の管理運営について 11

　一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針
などについて所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。
　九戸村議会では、一人60分以内の制限時間で質問を行います。

※一般質問は、アクリルパーテーションを設置した上で、マスクをはずして行っています。

議会を傍聴してみませんか
本村の村議会定例会は３月、６月、９月、12 月の年
４回開かれます。
皆さんの代表が、議会でどんな発言をしているのか。
村がどのような施策を行おうとしているのか。
一度、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。

次の村議会は

9月4日からの

予定です

村の未来を担う子どもたち＝寺子屋九曜塾

松澤浩二さん（右）の営農相談を受ける髙橋好範
農政技術主幹（職員相互交流により県から派遣）

職場体験で議場を見学する小笠原葵さん（九戸中2年）
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一
般
質
問

久保　えみ子 議員

物価高騰で暮らしが大変だが
村長の見解はどうか
村長▶経済状況等を見極めながら
	 適時適切な政策を進める

問　
コ
ロ
ナ
禍
、物
価
高

騰
が
続
く
中
で
、日
本
共

産
党
九
戸
村
委
員
会
が

行
っ
た
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
令
和
４
年
度
の
所

得
状
況
か
ら
は
、村
民
の

生
活
が
苦
し
い
状
況
が
う

か
が
わ
れ
る
。同
調
査
で
、

村
政
に
最
も
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
こ
と
は
、「
物
価
高

騰
対
策
」で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
村
民
の

暮
ら
し
は
、過
去
最
大
級

の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ

り
、ま
す
ま
す
大
変
と
な
っ

て
い
る
。村
長
は
、ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

村
長　
村
で
は
、ご
指
摘
の

状
況
を
踏
ま
え
、住
民
税

非
課
税
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
と
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
の
給
付

を
開
始
し
て
い
る
。加
え
て

本
定
例
会
に
、村
民
１
人

当
た
り
５
０
０
０
円
の
ク
ー

ポ
ン
券
発
行
事
業
、プ
レ
ミ

ア
ム
率
20
％
の
商
品
券
販

売
事
業
を
支
援
す
る
予
算

案
を
提
出
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、村
民
の
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
国
県
の
動
向
な
ど
も
注

視
し
つつ
、経
済
状
況
を
見

極
め
て
適
時
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問　
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
で
は
、村
民

は
大
学
や
専
門
学
校
な
ど

高
等
教
育
の
授
業
料
補
助

や
返
済
不
要
の
奨
学
金
制

度
な
ど
を
望
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
は
、国

が
行
う
べ
き
も
の
だ
が
、

取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
中

で
は
、村
独
自
の
支
援
策

と
し
て
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。施
策
実
施
は
新

た
な
移
住
対
策
、そ
し
て

子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
進

め
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、村
長
の
見
解
を
問
う
。

村
長　
子
育
て
支
援
に
関

し
て
は
、い
ま
必
要
な
も
の

で
あ
れ
ば
、国
に
先
行
し
て

で
も
実
施
し
よ
う
と
い
う

強
い
思
い
で
力
を
入
れ
て

き
た
。ま
た
、伊
保
内
高
校

の
卒
業
生
が
在
学
中
に
受

け
た
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
半
額
を
免
除
で
き
る

よ
う
制
度
を
拡
充
し
、貸

付
基
金
を
増
資
し
て
い
る
。

　

村
民
の
要
望
は
、す
べ
て

対
応
し
た
い
が
、財
源
が
必

要
で
あ
り
優
先
順
位
が
出

て
く
る
。提
言
事
項
は
、さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討

を
進
め
、教
育
費
に
関
し
て

は
国
に
対
し
、強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

問　
所
得
が
低
い
の
に
、

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）税
の
引
き
下
げ

は
、村
民
の
願
い
と
な
っ
て

い
る
。特
に
も
、子
ど
も
の

均
等
割
は
、子
育
て
支
援

に
逆
行
し
て
い
る
。

　
均
等
割
は
現
在
、未
就

学
児
の
場
合
は
、５
割
軽

減
と
な
っ
た
が
、こ
れ
を

村
独
自
で
拡
充
し
、子
ど

も
の
均
等
割
を
無
料
と
す

る
よ
う
、検
討
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　
国
保
制
度
は
、国

民
皆
保
険
制
度
の
基
盤
で

あ
り
、法
令
に
基
づ
い
て
応

分
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
も
の
だ
。

　

村
の
国
保
会
計
は
、そ
の

赤
字
を
補
て
ん
す
る
た
め

に
多
額
の
法
定
外
繰
入
を

行
っ
て
お
り
、財
政
的
に
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

仮
に
、子
ど
も
の
均
等
割

を
廃
止
し
、歳
入
の
不
足

を
法
定
外
繰
入
で
賄
っ
た

場
合
は
、交
付
金
の
減
額

措
置
が
取
ら
れ
、歳
入
の

確
保
が
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
。ま
た
、財
政
運
営
主
体

が
県
と
な
り
、保
険
税
水

準
の
将
来
的
統
一
が
論
議

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、慎

重
に
制
度
を
運
用
す
る
必

要
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、

国
保
の
被
保
険
者
を
含
め

た
村
民
全
体
の
利
益
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
と
し
て
は
、不
利
益
を

被
る
恐
れ
の
あ
る
政
策
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止

す
る
考
え
に
は
至
っ
て
い
な

い
。今
後
に
つい
て
は
、状
況

を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

村
独
自
の
支
援
を

高
等
教
育
に
も

国保税 　

子ども均等割の
減免割合拡充を

問  

持
続
可
能
で
良
質
な

教
育
環
境
の
整
備
に
関
す

る
指
針（
指
針
）で
は
、小

学
校
統
合
後
に
、仮
称・九

戸
学
園
と
し
て
、小
中
一

貫
校
ま
た
は
義
務
教
育
学

校
に
再
編
・
開
校
す
る
計

画
と
し
て
い
る
。

　

再
編
・
開
校
に
当
た
っ

て
は
、保
護
者・村
民
を
対

象
と
し
た
説
明
会
等
の
開

催
や
設
置
場
所
等
を
協

議
す
る
用
地
選
定
委
員
会

（
選
定
委
員
会
）を
組
織

し
、決
定
す
る
と
し
て
い

る
。そ
の
進
ち
ょ
く
状
況

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、選
定
委
員
会
の

構
成
は
、将
来
の
村
づ
く

り
の
観
点
か
ら
決
定
す
る

と
し
て
い
る
が
、ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
事
業
を
着
実
に
進

め
る
地
盤・土
台
と
な
る
の

が
村
民
の
合
意
で
あ
る
。そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、教
育

委
員
会
に
対
し
、「
村
民
の

声
に
耳
を
傾
け
て
合
意
を

得
て
進
め
て
く
だ
さ
い
」と
、

総
合
教
育
会
議
の
席
上
で

強
く
念
を
押
し
、確
認
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、以
後
は
、「
教
育
に
関

す
る
事
務
を
委
ね
て
い
る
」

教
育
委
員
会
か
ら
の
答
弁

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

教
育
次
長　
工
程
表
の
計

画
に
関
し
て
は
、最
速
で
と

い
う
意
味
合
い
も
あ
る
が
、

本
年
度
か
ら
と
い
う
部
分

で
は
、進
展
し
て
い
な
い
。

　

選
定
委
員
会
は
、「
村
民

の
合
意
」と
い
う
観
点
か
ら

説
明
を
尽
く
し
、小
中
一

貫
校
か
、義
務
教
育
学
校
か

の
方
向
性
が
あ
る
程
度
固

まった
段
階
で
立
ち
上
げ
た

い
。委
員
の
人
選
は
、白
紙

の
状
況
で
あ
り
、さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

問  

学
校
再
編
の
協
議
を

始
め
て
か
ら
九
戸
学
園

の
開
校
予
定
ま
で
、13
年

を
要
す
る
。長
い
年
月
で

あ
り
、あ
き
ら
め
の
声
も

聞
か
れ
て
い
る
。小
学
校

統
合
後
の
再
編
に
対
し
、

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
が
、

そ
の
た
め
の
周
知
方
法
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　
説
明
会
の
ほ

か
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
、広
報
紙

な
ど
の
媒
体
を
最
大
限
に

活
用
し
た
い
。ま
た
、小
学

校
統
合
に
関
し
て
は
、「
準

備
委
員
会
だ
よ
り
」を
随

時
発
行
す
る
計
画
で
あ

り
、令
和
11
年
の
再
編
に

向
け
て
も
広
報
紙
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
事
項
に
特
化

し
た
チ
ラ
シ
等
の
発
行
を

考
え
て
い
る
。

関
心
ど
う
高
め
る

川戸　茂男 議員

九戸学園（仮称）開校に向けた
用地選定委員会の取組状況を示せ
村長▶村民の声に耳を傾けて
	 方向性の合意を得ながら進めたい

問  

九
戸
村
共
同
住
宅（
共

同
住
宅
）の
条
例
案
で
は
、

「
単
身
者
で
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
者
の
定
住
を
促

進
」と
規
定
し
て
い
る
が
、

入
居
基
準
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、高
校
生
の
入
居

を
想
定
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、一
般
単
身
者
の
扱
い

は
ど
う
な
る
の
か
。

村
長　
入
居
者
は
公
募
と

す
る
が
、例
外
規
定
を
設

け
る
。伊
保
内
高
校
生
を

優
先
さ
せ
、一
般
単
身
者

は
、１
年
更
新
で
入
居
募

集
す
る
考
え
だ
。

　

共
同
住
宅
の
居
室
は

７
室
あ
る
が
、１
室
を
管

理
人
用
と
す
る
。本
年
度

は
、３
室
を
伊
保
内
高
校

の
県
外
在
校
生
３
人
に
提

供
し
、残
る
３
室
を
一
般

単
身
者
用
と
し
て
募
集
す

る
。年
齢
制
限
の
な
い
単

身
者
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、

村
営
若
者
定
住
促
進
住
宅

に
準
じ
た
基
準
と
す
る
。

　

ま
た
、高
校
生
に
安
全

安
心
な
居
住
空
間
と
食

共
同
住
宅
の
入
居
基
準
は

事
を
提
供
す
る
た
め
、調

理
員
と
管
理
人
を
配
置
す

る
。一
般
居
住
者
に
は
、食

事
を
提
供
し
な
い
。

問  

建
物
の
維
持
費
用
、

調
理
員
や
管
理
人
の
配
置

な
ど
、相
当
な
経
費
が
見

込
ま
れ
る
。今
後
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
ど
う
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

村
長　
村
の
負
担
は
、共

用
部
分
と
な
る
食
堂
の
経

費
と
な
る
。光
熱
水
費
と

調
理
員
の
人
件
費
で
、年

間
約
１
１
７
万
５
０
０
０

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

居
室
の
光
熱
水
費
と
食

事
の
賄
材
料
費
は
、入
居

者
負
担
と
し
、管
理
人
は
、

人
件
費
の
掛
か
ら
な
い
方

を
選
任
し
た
い
。

一
般
質
問

8月からの入居となる共同住宅
子どもの健やかな成長は村民みんなの願い
=3歳児健診　　　　　　　　　　　　　

中学校を含めた再編・開校は令和11年4月を予定
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▼
こ
の
た
び
の
改
選
で
議
会
広
報
常

任
委
員
と
な
り
、「
議
会
だ
よ
り
」の

発
行
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
議
会
活
動
で
は
、農
業
の
振
興
、教

育
の
充
実
、女
性
の
活
躍
推
進
、福

祉
の
充
実
等
施
策
の
実
現
を
目
指
し

て
、地
域
の
声
を
行
政
に
届
け
、安
全

安
心
な
村
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

▼
議
会
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
、「
誰
も
が
住
み
た
い
、住
み
続

け
た
い
九
戸
村
」を
目
指
し
て
汗
を

か
い
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員　

  

髙
﨑 

覺
志

◆
発
行
責
任
者

　
議
長　
　
　
　
桂　
川　
俊　
明

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
　
坂　
本　
豊　
彦

　
副
委
員
長　
　
保
大
木　
信　
子

　
委
員　
　
　
　
渡　
　
　
保　
男

　
　
　
　
　
　
　
岩　
渕　
智　
幸

　
　
　
　
　
　
　
髙　
﨑　
覺　
志

あ

と

が

き
九戸中学校生徒の職場体験が
７月に行われました。表紙の写

真は、２年生の小野寺汐音さんです。

伊保内高校 ３年

目
め ぐ ろ

黒　基
も と き

輝さん

スポーツで
活性化

伊保内高校 ２年

宮
みやかわ

川　知
ち ゆ ら

優良さん

まず知って
もらうために

　

私
が
住
ん
で
い
る
九
戸
村

は
、人
口
五
千
人
ほ
ど
の
小
さ

な
村
で
す
。し
か
し
、小
さ
い
こ

と
を
感
じ
さ
せ
な
い
魅
力
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
私
が
特
に
魅
力
を
感
じ
る
の

は
、出
産
費
用
助
成
や
祝
金
、

子
ど
も
手
当
、医
療
費
・
保
育

料
の
無
料
化
、予
防
接
種
の
助

成
な
ど
の
子
育
て
支
援
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、書
き
き
れ
な

い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
制
度
が
あ

り
、こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
の

生
活
に
非
常
に
密
着
し
た
支
援

制
度
が
あ
る
と
こ
ろ
が
、自
慢

で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
し
か
し
、人
口
は
減
り
続
け

て
い
ま
す
。他
の
自
治
体
を
調

べ
て
い
く
中
で
、子
育
て
支
援
に

注
力
し
、十
年
連
続
人
口
増
の

あ
る
市
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。九
戸
村
に
も
、そ
の
市
に

負
け
ず
劣
ら
ず
の
魅
力
が
あ
る

の
に
、そ
の
違
い
を
考
え
た
と
き

に
、知
名
度
の
部
分
だ
と
思
い

ま
し
た
。ま
ず
知
って
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。そ
の
差
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
に
は
、九
戸
村
に

つ
い
て
よ
り
多
く
の
人
に
知
って

も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。例

え
ば
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
大
々
的

に
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
を
し
た
り
、

支
援
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た

り
す
る
こ
と
で
九
戸
村
の
魅
力

を
よ
り
多
く
の
人
へ
、よ
り
詳
細

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
私
も
、「
む
ら
お
こ
し
会
社
」

の
一
員
と
し
て
、九
戸
村
の
魅

力
を
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
、ど
の
よ
う
な
方
法
で
、ど

の
年
代
に
向
け
て
発
信
す
る
の

か
を
考
え
活
動
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

私
は
九
戸
村
を
良
い
方
向
へ

と
導
く
な
ら
ば
、Ｂ
Ｍ
Ｘ（
自
転

車
競
技
の
一
種
）の
施
設
を
開

設
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま

す
。Ｂ
Ｍ
Ｘ
が
で
き
る
場
所
は

現
在
岩
手
県
内
に
２
カ
所（
盛

岡
市
・
大
船
渡
市
）あ
り
、県

央
・
沿
岸
地
域
に
所
在
し
て
い

ま
す
。県
北
地
域
で
は
、村
内

に
あ
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
ラ
ン
ド
で

Ｂ
Ｍ
Ｘ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、施
設
の
老
朽
化
で
現

在
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
県
北
在
住
の
人

は
、こ
の
競
技
に
触
れ
づ
ら
い
環

境
に
あ
り
ま
す
。県
北
地
域
に

新
た
に
設
け
る
こ
と
で
、岩
手

県
全
体
が
こ
の
競
技
に
触
れ
や

す
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

九
戸
村
に
は
、Ｂ
＆
Ｇ
と
い

う
プ
ー
ル
施
設
が
あ
り
ま
す

が
、夏
に
一
般
開
放
や
村
の
水

泳
大
会
で
使
わ
れ
て
い
る
だ
け

の
現
状
で
す
。近
隣
地
域
の
二

戸
市
に
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

が
あ
り
、九
戸
村
民
も
通
って
い

ま
す
。近
隣
地
域
に
大
き
い
施

設
が
あ
る
と
、人
は
大
き
い
方

に
流
れ
て
し
ま
う
と
考
え
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ

た
め
に
も
、近
隣
に
あ
ま
り
所

在
し
て
い
な
い
施
設
を
つ
く
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｍ
Ｘ
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、世

界
中
か
ら
の
注
目
も
高
い
競
技

で
す
。ま
た
、岩
手
県
は
、プ

ロ
選
手
を
多
く
輩
出
し
て
い
る

県
で
も
あ
り
ま
す
。岩
手
県
の

ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
を
明
る
く
し

て
い
く
た
め
に
、ま
ず
競
技
に

触
れ
や
す
い
環
境
を
整
え
、九

戸
村
の
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

令
和
５
年
８
月
８
日
発
行

く
の
へ
議
会
だ
よ
り
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